
掲載数 74

地区 学年 教科等 テーマ 内　容
参考事項（講師・教材

等）

1 川崎市 小５ 特別活動
「食育」
「命の尊さ」

　給食の残食の多さや学年で相手を傷つける言葉が課題として見られたため、授業を
行った。そこで、牛が私たちの食卓に届くまでの話である「いのちをいただく」という
絵本の読み聞かせをした。子供達は「生きている牛が命を奪われ、自分達の食卓に届い
ていること」「届くまでの仕事に関わっている人がいること」に気付いた。「いただき
ますの意味が分かったから感謝の気持ちをもちたい。」「今生きていることは奇跡であ
るから自分と周りの命を大切にしたい。」という感想をもっていた。

絵本：
いのちをいただく

2 川崎市 小１ 特別活動
食育
「いろいろたべ
よう」

　毎日学校で食べている給食には、いろいろな食品が使われており、食品一つひとつに
は栄養やはたらきがあると同時に、作り手の気持ちが込められていることを知った。バ
ランスよく食べることの大切さを、３匹のこぶたという親しみやすい主人公のもと、良
い例と悪い例をあげながら考えた。バランスよく食べることは理解していても、実際は
残してしまう児童が多かったが、学習を通して、挑戦してみようという意欲をもち、残
さず食べようとする児童が見られた。

講師は、本校栄養教諭

3 川崎市 小５ 特別活動

防災教育
「避難訓練をふ
り返り、地震か
らいのちをまも
る」

　学校で行われている避難訓練の意義を理解し、学校での避難の方法や避難場所、避難
経路を確認すると同時に、学校外での避難の仕方を知った。また実際に地震や地震のよ
る津波を経験した子どもの話を聞き、日々の防災学習や避難訓練の大切さを知った。学
習を通して、大地震などの災害において自分のいのちを自分で守るためにできることを
考え、避難訓練等で実践しようとする児童が見られた。

参考資料
DVD「釜石の奇跡」

4 川崎市 小１ 特別活動
食育教育
「いろいろたべ
よう」

　食べ物にはそれぞれ、健康で丈夫な体をつくるための働きがあることを学んだ。「肉
ばかり食べるブー、ラーメンばかり食べるフー、いろいろな食べ物を食べるウー」とい
う３匹の子ぶたの紙芝居を読み、「ばかり食べ」ではなく、いろいろな食べ物を食べる
事の大切さについて学んだ。そして、毎日の給食を振り返りながら、苦手な食べ物が献
立に出たときにどう工夫すれば食べられるかを考えた。

講師は栄養士の先生

令和３年度　いのちの授業　事例集（小学校）【特別活動】



5 川崎市 小複合 特別活動 防災教育

　津波時の避難訓練の事前指導を行った。ICTを活用し、スライドで分かりやすく訓練
の目的や避難時の合言葉について指導した。津波時ということ、特別支援級ということ
で「おかしも」の合言葉をアレンジした。「お：おさない」「か：かけない」「し：
しゃべらない」「も：もどらない」に加え、「ち：（海や川に）ちかづかない」「な：
なかない」とした。お菓子を持っている絵を見せることで、視覚的に理解できた様子
だった。訓練後に、自分の命を守るための訓練という意識ができたか、合言葉のたしか
めなど、GIGA端末を使って振り返りを行った。「自分の命を守るため」を意識しながら
真剣に訓練する児童の姿があった。

特別支援学級

6 川崎市 小５ 特別活動

あなたの大切だ
と思う権利はど
れ？「マウント
木月に登ろ
う！」

　川崎市こどもの権利条例について学んだうえで、自分が大切だと思う権利を、「マウ
ント木月」に１０位から１位まで順番に貼った。自分たちの身近な権利の中から大切に
したいものを選んでランキングすることを通して、自分が大切にしている権利に気づく
とともに、一人一人が大切にしたい権利が違うことなど、考え方の違いが分かるように
した。子どもたちは、人権を守ることは皆にとって大切であること、みんなの意見が違
うけれども、それぞれに納得できるものであることを振り返っていた。

川崎市こどもの権利条
例リーフレット
かわさき共生＊共育プ
ログラム

7 川崎市 小１ 特別活動
食育
「バランスのと
れた食事」

　事前に食べ物の好き嫌いアンケートを実施。結果をものとにある日の給食の献立につ
いて考えた。紙芝居「こぶたの3兄弟」を聞く。2匹の兄ぶたは疲れやすく、末っ子のこ
ぶたは元気いっぱいに活動することができるなぜなのか考えた。その秘密は栄養のバラ
ンスの取れた食事にあることに気づく。本校の栄養士をゲストティーチャーに招き、栄
養についての話を聞いた。子どもたちは、好き嫌いをしないで栄養のバランスに気をつ
けて食べることの大切さを学んだ。その後の給食では、「何でも食べよう」や「残さず
食べよう」などの声が聞こえるようになり、丈夫な体つくりへの意識の高まりを感じ
た。

講師は本校の栄養士。
手作りによる紙芝居を
活用。

8 川崎市 小６ 特別活動
「いじめ」を防止
するためにクラス
の皆で考えよう

　１年生から６年生、全クラスで取り組んだ。人権週間のパンフレットをきっかけにし
て、各クラスで「いじめ」とはどのような状況なのかを知り、いじめを防止するための
標語を考えた。各クラス１人の標語を校内に掲示する取り組みを行った。

かわさき市子どもの権
利じょうれい

9 川崎市 小１ 特別活動
いろいろたべよ
う

　１年生の学級活動の学習で、日々の食事を食べる際に「なぜ苦手な食べ物も食べない
といけないのか」を学んだ。「３匹のこぶた」の紙芝居や、給食の献立を用いて、食べ
物には、いろいろな栄養が含まれており、バランスよく何でも食べることが、自分の健
康にもつながるということを学校栄養職員の話を聞きながら理解する学習を実施した。

梶ヶ谷小学校栄養職員



10 川崎市 小２ 特別活動
防災教育
「災害から
　　命を守る」

　台風16号による暴風のため、配信メールを用いて訓練ではなく、実際に保護者による
引き取りを行った。本年度は防災引き取り訓練も実施できていない状況で、児童の中に
は「自分の親は来てくれるのか。」と不安がる子も見られた。引き渡しは14時から18時
過ぎまでかかったが、無事全児童を保護者に引き渡すことができた。後日、この体験を
振り返り、風雨の強さや足元の悪さなど下校時に気付いたことについて考えた。児童の
中には、道路の安全な歩き方や風の強い時には両手でしっかりと傘を持つことなど、普
段の生活の中でも、自分の命を守るために自分に何ができるか考えようとする児童もい
た。

11 川崎市 小６ 特別活動

防災教育「地震
からいのちを守
る」
（資料）〇市防
災テキスト

　大きな災害の後、学校の体育館などの公共施設で避難所生活が始める。事前の調査
で、避難所生活を体験した生徒の人数は、０人だった。避難所での生活についての具体
的な話を聞き、そこでのルールやマナー、助け合いの様子について初めて知ったことが
多く、驚く様子が見られた。避難所生活を例に、災害時に自分たちにできることを考え
て話し合った。話し合いが進むと、災害時だけではなく、普段の生活の中でも、人のい
のちを救うために自分たちに何ができるか考え出した生徒もいた。

講師は、避難所生活に詳
しい消防署の職員。
防災テキストを活用する
ことで、具体的なイメー
ジがもてた。

12 川崎市 小４ 特別活動
CAP子どもワーク
ショップ

　誰もが「自由・安心・安全」の権利をもっていて、それを主張してよいこと、この権
利は誰かに奪われてはいけないことを学ぶことができた。
　ロールプレイングで具体的な場面を想定しながらのお話だったので、どの児童も自分
に起こりうる事として考えることができた。
＊11月に「おとなワークショップ」をZOOMで行い、子ども達が学ぶプログラムを理解
し、大人としてどのように接すればよいかを保護者が学ぶ機会を設けた。（家庭教育学
級にて）

認定NPO法人
エンパワメントかなが
わ
☆かながわCAPみらく
る☆スタッフ　2名

13 川崎市 小４ 特別活動

いじめ
自分の行為が相手
や周りに及ぼす影
響を考え、正しい
行動をとることの
大切さを考える。

　クラスの女の子の教科書の表紙が破られていたことが発覚した。本人は思い当たる節
がなく不安な思いを打ち明けた。できれば謝ってもらいたいとの思いを受け。学級みん
なで考えることにした。故意であっても故意でなくとも、人はいろいろな判断をしなが
ら行動している。どのような選択肢があるか、また、その場合の自分と相手の気持ちを
考えた。自分の気持ちの発散だけにとらわれず相手の気持ちや立場に思いを巡らせ、相
手もOK,自分もOKになる解決の方法を考えることの大切さを学んだ。

14 川崎市 小１ 特別活動 食育

　いろいろな食品を食べることの大切さや食べ物の命について知り、自分の食生活を見
直したり、食べ物の命の大切さについて考えた。また、そのめあてができたのか、１週
間の給食後、毎日振り返りをした。調理員さんや栄養士さんへの感謝だけでなく、食べ
物の命を考えるよい機会になるように学習を進めた。

担任とＴ・Ｔとして
学校栄養職員が授業
展開した。



15 川崎市 小６ 特別活動
「一人じゃない
～大切な命～」

　講師の方から、障害をもつ子どもたちの困り感を体験を通して分かっていった。例え
ば、軍手をして鶴を折る体験を通して、うまく折れないことに気付いた。そんなとき
に、「はやく」「できないの」と言われると、心が傷つくことが心から「つらい」と
思った。困り感をもつ人にどう接したらいいのだろうかと問われた。「穴の開いたつ
ば」の話を聞き、その個性をプラスに変えるような行動をしてあげればいいことが分
かった。その人の個性を理解し、生かしていくことが一人一人の命を大切にすることや
一人で悩まないことを深く理解できた。

講師は、座間キャラバ
ン隊
５年生も一緒に取り組
む

16 川崎市 小１ 特別活動
いのちのおとを
きいてみよう

　最初に、クラス全員の心臓の音を聞き、みんな大切な「いのち」をもっていることを
感じた。一人ひとりの命の音を聞き、速かったり、ゆっくりだったり、強かったり弱
かったり、一人ひとり違うことに気付いた。走ったり運動したり、緊張すると心臓の音
は速くなることも実際に聞いて実感した。他の動物の命の音も聞き、「生きている」自
分や動物を大切にしていく気持ちを持つことができた。
　移動動物園の時に、動物たちの体に触れて、命の音を実感している児童もいた。

移動動物園
道徳「生命尊重」

17 川崎市 小４ 特別活動 命の授業

　「命」をテーマにおなかの中にいる時の成長の様子や両親の思いなどをわかりやすく
話していただいた。実際の最初の自分たちの大きさや成長の仕方など、写真や動画、折
り紙に開けた穴の大きさなどで詳しく教えていただいた。子どもたちは、愛情がないと
生きていけないことや生まれてきたことの奇跡を実感し、「自分」を大切に思う気持ち
や両親への感謝の気持ちを抱いた。

命の語り部

18 相模原市 小５ 特別活動
たいせつなあな
たへ

　自分と他の人の体を大切にしよう、お互いを尊重するための心と体の距離感を学ぼう
をテーマに授業実践を行った。自分と他の人を守る距離感のルールを理解するために紙
芝居を見たり、日常の場面で考えたりし、思考力を高める内容の構成にした。すでにス
マートフォンを所持している児童やパソコンを使用できる環境にある児童も多いため、
SNSの危険性を伝えた。場面に沿ってじっくりゆっくり考えさせた。一度ではなく、次
時にもふり返りを設定した。また時間をあけて取り扱いたい。児童も経験から振り返っ
たり、話しをしたり、それぞれがもつ不安や、これから気をつけたいことを自分なりに
言葉で話す姿がみられた。

「たいせつなあなた
へ」活用のてびき・低
学年用・高学年用どち
らも使用。

19 相模原市 小１ 特別活動
性教育
プライベート
ゾーン

・体について（体の部位・男の子と女の子の体の違い）
・プライベートゾーンについて
　読み聞かせ
　「おしえてくもくん～プライベートゾーンってなに？～」
　男の子と女の子の体のつくりの違いが分かり、体を大切にしようとすることが大事な
ことが分かりました。

参考図書「おしえてく
もくん～プライベート
ゾーンってなに？～」



20 相模原市 小複合 特別活動
いのちの安全教
育「いかのおす
し」

　長期休暇に入る前に、不審者等の危険から身を守り、自分の体を大切にすることにつ
いて各教室で担任から指導した。高学年には、SNS等で知り合った人に会わないこと、
自分や友だちの画像をネットにアップロードしてはいけないこと等、スマホの使い方に
ついても指導した。

全校（参考資料）相模
原市「性教育の手引
き」「たいせつなあな
たへ」

21 相模原市 小４ 特別活動 いのち
　担任が妊娠中ということもあり、命の誕生について触れた、最初は本当に小さな卵か
ら、おなかの中で４０㎝まで大きくなって、今もみんなは成長していることを学習し
た。実際に担任のお腹に触れ、お腹の中でも赤ちゃんが生きていることを実感できた。

22 相模原市 小複合 特別活動
コロナウイルス
人権資料指導

　休校明けの第一週に、各クラスの朝の会などの時間を用いて、赤十字社HP、北九州市
教育委員会動画などを用いて、コロナウイルス人権指導を行った。かかってしまった人
に対して、どのような言葉かけをするとよいのかを考えた。また、いくら気をつけてい
ても、自分が感染してしまう可能性があることを確認した。また、医療従事者の方へ感
謝の気持ちを忘れないことなども短い動画を用いて指導をした。また、命を守るために
休み時間の遊び方やマスクの付け方、歯磨きの仕方など、どのようにすごしていくとよ
いかも確認・指導した。

赤十字社HPコロナウイ
ルス人権動画
北九州市教育委員会動
画

23 相模原市 小５ 特別活動
「困っている人
はいないか
な？」

　人権学習シートを用いて、多様な人がともに暮らしていることについて考えた。アク
ティビティを通して、なぜ伝わらないかについて、一人ひとりが真剣に考えることがで
きた。その後、どうすれば伝わるのか、手立てについて話し合った。相手の状況や気持
ちを理解し配慮や協力する大切さについて気づくことができた。
　また、日常生活の中で友だちに対しても、そのような考え方が大切であることを学ん
だ時間になった。

人権学習シート
ともに生きる社会
「困っている人はいな
いかな？」

24 相模原市 小６ 特別活動
「自分の命は
　自分で守る」

　担任自身が、阪神淡路大震災の体験者として、揺れの始まり、その後の揺れ方や火
災、被災者の様子などの実態について話した。また、臨時技能員として勤務していた学
校の被災の様子や避難所の状況、後片付け等の手伝いをしたときの様子を、記録写真集
や相模原市作成の小冊子を元に話をした。思った以上に悲惨な状況に驚く様子が見られ
た。その後、避難訓練の重要性、災害時に自分たちができることを考え、話し合った。
災害時だけでなく、普段からの備えが大切であることを考えることができた。

指導：学級担任

参考資料
防災ガイドブック
「災害　そのときわたし
たちは４５６年」
 相模原市教育委員会

25 相模原市 小複合 特別活動 いのちの授業

　精子と卵子が受精し、子宮で10ヶ月育ち出産に至る。胎内ではへその緒を通して栄養
を受け取り育つ。出産時には、胎児も自分で産道を進むなど自分の意思で生まれてこよ
うとする。骨盤と赤ちゃんの模型で出産の流れを見ることで、出産は命がけであること
に気づいた。また、命の尊さや異性の体の大切さに気づく児童もいた。

講師は地域の助産師。
５・６年



26 相模原市 小２ 特別活動 命の大切さむ

　助産師さんを招き、子どもが生まれる過程を説明していただき、命の大切さ、生まれ
てくるまでのお母さんの大変さを講義していただいた。また、出産の様子を寸劇を通し
て体験した。
お母さんの大変さや、命の尊さを感じることができる授業であった。

子育てサポートハウス
marimoad助産院
助産師の先生

27 相模原市 小３ 特別活動 戦争はしない
　終戦記念日や広島・長崎の原爆の日に向けて、戦争にまつわるアニメと谷川俊太郎さ
んの戦争の絵本を見せて、なぜ人間だけが戦争をやめられないことや平和の大切さを考
えた。

NHＫforschool「父との
別れ」谷川俊太郎「せん
そうをしない」

28 相模原市 小複合 特別活動
みんな大切ない
のち

　授業参観を親子で命について学ぶ良い機会であると考え、ゲストティーチャーを招い
て学活を行った。ゲストティーチャーは、本校在籍児童の保護者に依頼した。助産師と
しての経験を踏まえ、命の誕生のしくみを伝えていただき、「自分や友だちを大切にす
る」ことについて考えた。あずきやビーズ等を用いて胎児の大きさを実感したり、心音
を聴いたりすることで、五感で学ぶ学習活動になった。
　授業後、保護者から「親からは具体的にどう伝えて良いか分からなかったので、良
かった。」「自身の子ども誕生時のことを思い出し、胸が熱くなった。」「家で話をす
るチャンスになった。」等の感想が寄せられ、親子で学ぶことの意義を感じた。

　講師は、本校在籍児童
の保護者で、助産師の方
に依頼。
　１～３年生合同授業の
ため、内容は『性教育の
手引き』を基に現場での
体験等を交えて講師と各
学年が相談して組み立て
た。

29 相模原市 小２ 特別活動
性に関する指導
「みんな大切な
いのち」

　人の誕生するときの話や赤ちゃんの写真、人形、衣服等を見ることで、産まれるとき
や産まれた後も保護者の世話によって成長してきたことに気付かせる。そして、一人一
人が大切な存在であることを意識し、友だちと仲良くし助け合う態度を育てていく学
習。映像だけでなく、人形を抱っこしたり、衣服を触ったりすることで、保護者がどん
な思いで関わってきたのかを考えた。その後、一人一人が大切にされているという実感
をもたせ、その思いに感謝し、自分だけでなく周りの友だちを大切にするためにできる
ことを考えた。

インターネット（赤
ちゃんの写真）
赤ちゃん人形・衣服

30 相模原市 小複合 特別活動
防災教育
「地震からいの
ちを守る」

　災害時に自分たちにできることを考えて話し合った。話し合いが進むと、災害時だけ
ではなく、普段の生活の中でも、人のいのちを救うために自分たちに何ができるか考え
出した児童もいた。

防災テキストを活用するこ
とで、具体的なイメージが
もてた。
（参考資料）防災テキスト

31 横須賀市 小６ 特別活動 人権尊重

　社会の憲法の学習で「基本的人権の尊重」を学んだ際、これが著しく侵されてしまっ
た出来事があったのだということを話した。後日ＤＶＤで「めぐみ」を視聴し、拉致問
題についてみんなで考えた。以前ほどニュースなどでも取り上げられていない現状等の
話もした。

32 湘南・三浦 小６ 特別活動
体育大会で力を
発揮するために
は

　体育大会や取り組んでいるスポーツで力を発揮するために大切な栄養について学ん
だ。成長期の食生活が今後の体作り、健康作りにおいていかに大切かを身近なスポーツ
を通して考えさせ、バランスの良い食生活を送ろうという意欲を育てた。

・担任と栄養士のTT



33 湘南・三浦 小１ 特別活動 平和学習

　毎日の平穏な生活の大切さ、自分や友だちの命の大切さを考えてもらいたくて、学校
図書館専門員（司書）による絵本の読み聞かせを行った。印象的な絵本だったため、集
中して、しっかり聞くことができた。振り返りも自分の言葉で、思ったことや考えたこ
とを書くことができ、考えを深めることができた。

絵本
「へいわってすてきだ
な」
「わたしの『やめて』」
「ぼくの穴　きみの穴」

34 湘南・三浦 小５ 特別活動 牧場体験

　八ヶ岳野外体験活動の際にJA八ヶ岳牧場での牛とのふれあい体験を行った。仔牛とふ
れあったり、乳搾りをしたりする中で動物とのふれあいを楽しむ様子が見られた。そし
て、講話で牧場で生まれる牛はほとんど雌であること、乳牛としての役目を終えると食
用の牛として出荷されてしまうことなどを学んだ。牛が可哀相という声もあったが、人
間は他の生き物の命をいただいて生きることができるということを知り、食の大切さや
命の尊さについて知ることができる体験だった。

JA　八ヶ岳牧場の方
乳搾り体験や仔牛とのふ
れあい体験、乳牛と食用
牛の一生についての講話
を通して、生命の尊さを
学んだ

35 湘南・三浦 小４ 特別活動
楽しい学校生活
を送るには
いじめ防止

　代表委員会の議題『みんなが楽しく過ごせるように考えよう―いじめ防止―』につい
て全学年全学級で話し合い活動を行った。４年生では、一人一人が意見を出しやすい
ジャムボードを活用した。この過程で、お互いの感じ方や考え方を共有できたことは大
きな収穫であった。全校での話し合いの結果は、お互いをよく知るためにクラスでレク
リエーション活動を行う・相手を思いやって言葉を言う前に考える・お互いの良いとこ
ろを見つける・それぞれの個性を発揮できる環境を作る・ということに決定していっ
た。

36 湘南・三浦 小３ 特別活動
言ってはいけな
い言葉

　子どもたちが、喧嘩になった場面や、冗談を言い合う場面で、「死ね」「消えろ」等
の発言を何の躊躇もなく使用している実態があった。その実態をクラス全体に投げか
け、子どもたち同士で「死ね」「消えろ」という言葉がどういうことを意味しているの
かを話し合った。以前に学習した蝶を育てる学習と結びつけて、命があること、命が誕
生すること、生きていくことについて考えることができた。

学級での話し合い活動

37 湘南・三浦 小４ 特別活動
トルコと日本の
話

　担任がトルコ旅行をした際、ガイドと、「日本はトルコより裕福な国なのになぜ自殺
者が多いの？トルコは日本より貧しいけど皆幸せだ。」という話から始まった。日本が
かつてトルコのエルトゥールル号の船員を救ったことから、湾岸戦争の時に飛行機を出
して日本人の避難を手伝ってくれたという話を映画や資料・写真を通して伝えた。「自
分の先祖たちが受けた恩を、いま生きる自分たちが自らの命を懸けて返そうと、一歩を
踏み出せるのか。」「本当の幸せとは何か。」をテーマに話し合った。自分と向き合い
ながら考えることができた。

映画
「海難１８９０」、
担任のトルコ旅行時の
写真

38 湘南・三浦 小５ 特別活動
ふれあい体験授
業

　町の子ども育成課職員、町保健師、出産を控えた妊婦さんとご家族を講師に迎えて人
権教育を行った。いのちの芽生えやおなかの中で成長する赤ちゃんの様子、赤ちゃんが
お母さんの身体に送る様々なサインなどについての話を真剣に伺った。また、妊婦さん
のご家族の思いを直接お聞きし、自分や家族、友だちの、いのちの大切さについて考え
た。

町の子ども育成課職
員、町保健師、妊婦さ
ん



39 県央 小複合 特別活動

コロナ渦での
人権教育
「差別やいじめ
をしない」

　全学級にて、コロナ禍でも自分中心の考え方でなく、人の気持ちも考えての行動・発
言ができるよう、「コロナにかかった人のことを差別しない」、「自分がされて嫌なこ
とをほかの人にもしてはいけない」、「不確かなことで決めつけない」など、児童の心
に問いかける指導を行った。

全学年
〈資料〉
本校養護教諭作成資料

40 県央 小２ 特別活動
他者理解
「四つのまど」

　各学級の実態に応じた質問文「〇〇は　すきですか」に対して、「すき」「少しす
き」「少しきらい」「きらい」のどれかを選び、４名～６名程度のグループで、自分の
意見とその理由をお互いに聴き合う活動を行った。児童は、同じ意見でも選んだ理由が
異なる場合もあることや自分とは意見が全く異なる友達がいることに気付き、他者理
解・相互理解が深まった。多面的・多角的な視点をもって考えを認め合うことが、最終
的にいのちを大切にすることにつながることを理解できた児童が多く見られた。

〈教材〉
かわさき共生
教育プログラム

41 県央 小複合 特別活動
人権週間の取り
組み

　校内人権週間に向けて福祉委員会で活動内容について話し合った。言われて嬉しかっ
たふわふわ言葉をハート形の紙に書いて、学年ごとに模造紙に貼ることになった。「上
手だね」「一緒に遊ぼう」等、多くのあたたかい言葉が集まった。中には「５・６年
生、いつもありがとう」という低学年から高学年にあてたメッセージもあった。人権週
間が終わった後にテレビ放送で、各学年の掲示物に書かれた言葉の紹介をした。全校で
１つのことに取り組んだことは良かったと思う。また、言われて嬉しい言葉についての
理解も深まったと思う。

全校児童対象
校内福祉委員

42 県央 小複合 特別活動
「自分の命・他
人の命を大切に
する」

体育館に５・６年生の児童を集め、担任から「自分の命・他人の命を大切に」をテー
マとした経験を話した（親目線からの子どもの大切さ、いじめの経験など）。児童は話
を聞いてから、児童一人一人にクロームブックで指導を受けた後の感想を書かせ、担任
に送信させた。児童は「自分の命を大切にするために、怪我などにも気を付けたい」
「友達への接し方を考えていきたい」など、自他の命を大切にしていきたいという思い
を高めることができていた。

５・６年生対象
講師：
５年担任２名
６年担任２名
児童指導担当教員１名

43 県央 小２ 特別活動
生命の尊さ
「おへそのひみ
つ」

生活科の学習で、自分の成長に関心をもたせ、自分が大きくなったこと、できるよう
になったことや役割が増えたことなどがわかった。特別活動では、誕生する前の母胎内
で、へその緒を通して栄養をもらい、大事な体が作られたことから命の尊さに気づかせ
た。また、生命誕生の喜びを知ることにより、自他を大切にする気持ち、これまでの生
活や成長を支えてくれた人々に感謝の気持ちをもたせた。児童それぞれの家庭環境には
配慮して授業を行った。

東京書籍
あしたへジャンプ
新しい生活下



44 県央 小複合 特別活動 交通安全教室

地域の企業の協力を得て、大型車を用いての交通安全教室を行った。死角体験では、
全校児童一人一人が運転席・助手席に乗せてもらい、大型車には死角が存在し、運転手
さんが見えない場所があることを体験した。内輪差講習では、校庭をダンプカーが走行
し後輪で段ボール箱を踏む様子を見学し、内輪差の存在やその危険性を学んだ。大型車
の運転手さんが日頃気をつけていることや児童へお願いしたいことの話を聴いた。振り
返りの時間では、命を守るために交通安全について自分たちが今後どんなことに気をつ
けていくか、どんなことを実践していくかを考えた。

全校児童対象
〈講師〉

地域企業の職員17名とそ
の関係企業の職員11名。大
型車の運転手も含まれる。
〈教材等〉

実際に10ｔダンプカー・
ミキサー車が校庭に乗り入
れ、体験・見学を行った。

45 県央 小複合 特別活動
性・いのちの保
健指導

　各学年の発達段階に合わせ、以下のことをねらいとした授業を行った。
・男女の体や心の成長と、それにともなう体や心の変 化について理解させ、性的な
発達に適切に対応できるようにする。
・生命誕生のすばらしさを感じ、自他の生命を大切にする態度を養う。
　児童は、自分の身体や心、命について考えを深めていた。

小１～６まで
各クラスごと
養護教諭が授業

46 県央 小複合 特別活動

安全教育
「戸田小に不審者
が…入ってきたら
どうする？」

戸田小に不審者が入ってきたという想定で授業を実施した。本校では、不審者が入っ
てきた際に、放送で行う合図を決めている。その放送が流れた際に、不審者からどう
やって自分たちの命を守っていくのかについて確認をした。また、不審者が手を伸ばし
ても届かない距離がどのくらいなのかや、命を守る行動がどのようなものかについて、
話し合いながら、考えていくことができた。

全学年
〈資料〉
本校安全部作成スライ
ド資料

47 県央 小複合 特別活動

防災教育
「もし、相模川
が洪水になった
ら、どうす
る？」

本校の近隣には、相模川が流れている。2019年には、台風19号が通過し、相模川も決
壊寸前までの状態となった。いつ、相模川が決壊するとも限らない状況にあるため、児
童が水害について正しい知識や、命を守るための適切な行動を身に付ける授業を行っ
た。「垂直避難」の必要性を伝え、児童自身が命を守る行動として、具体的にどこに逃
げることができるのかや、いつでも避難できるようにすることについて考えることがで
きた。

全学年
〈資料〉
本校安全部作成スライ
ド資料

48 県央 小４ 特別活動
いのちの大切さ
について

  １月に青少年相談室の方が入ってくださり、大切な人を失った時に人の心がどうなる
か、どのように乗り越えていくことができるのかを学んだ。意見や質問がないか投げか
けると、様々な意見が出た。自分が今生きていることは多くの人に支えられているとい
う感謝、大切な人を失っても残された人の心の中にはずっといるという安心など。いの
ちの大切さについて、これからも子ども達と語り合っていきたい。

青少年相談室

49 県央 小１ 特別活動
新型コロナウイ
ルス感染症予防
について

　養護教諭作成の資料をもとに、５つのレンジャー、マスク、手洗い運動、食事、睡眠
の大切さについて学んだ。

養護教諭作成の資料



50 県央 小５ 特別活動 人の誕生

　助産師を招き、命が誕生するまでの様子を勉強した。命が約0.1㎜程度の受精卵から
始まり、母親のお腹の中で徐々に大きくなっていく様子を人形を使いながら学習した。
実際に生まれる時の様子をビデオで視聴し、母親の大変さや家族の喜びを理解した。そ
れを踏まえて、各クラスで命について考えたことをまとめた。母親の苦労を感じたり、
生まれてきたことに感謝の気持ちをもったりするよい機会となった。

助産師
スライド資料
映像資料
胎児の人形

51 県央 小４ 特別活動
元気もりもり朝
ごはん

　元気に生活するためには、朝ごはんを毎日食べることが必要なこと、また朝ごはんの
内容や規則正しい生活も大切であることを学んだ。また、実際に今日の給食を黄・赤・
緑の３色に色分けし、バランスよく食べることの大切さも学習できた。授業の振り返り
では、「好き嫌いをなくしたい」「教えてもらったことをお家でも実践したい」など、
今後に生かそうとする感想が多く見られた。

栄養教諭による授業。
サーモグラフィーの資料
など、視覚的に分かりや
すく意欲的に取り組め
た。

52 県央 小複合 特別活動
私の心のスポッ
トライト

　各学年が担当日を決め、心が温まる・明るくなる良い行いをした児童のエピソードを
１人１枚書き、クラスでまとめ、エピソードを集めた大きな葉っぱを作った。それを保
健室隣の掲示板に貼り、誰でも見られるようにした。また、給食時にいくつかの内容を
放送して全校に素敵なエピソードを届けた。お互いの良い行動を見つけ合うことで、児
童一人一人の友達に対する見方を広げることができた。児童たちが自由に見られる場所
に貼ったことで、エピソードを読んだ児童がさらに人に優しくしようと考えたり行動が
変容したりすることを期待した。

綾瀬小学校全学年

53 県央 小６ 特別活動
SOSの出し方に関
する教育

　自殺防止を見据え、６年生に対して『ＳＯＳの出し方に関する教育』を行った。「思
春期になると悩みが増えるのは普通であること」「個人差があり、友達との差を感じる
こともあること」「この先の長い人生の中で苦しくて苦しくて仕方がなくなるほどの悩
みにぶつかることもあること」を説明した。そして、悩んだ時にはどのような解決方法
が考えられるか、どのような相談相手が考えられるかを児童の発言をもとに挙げ、教師
からは担任以外の学校の教職員や保健師に相談することも可能であることを伝えた。

綾瀬市健康こども部
健康づくり推進課
保健師

54 県央 小複合 特別活動 思いやり月間

　10月を思いやり月間として学校全体で「ピンクシャツデー」と「愛色リボンデー」を
行った。「ピンクシャツデー」では、ピンク色のものを全員が身につけて１日過ごし
た。「愛色リボンデー」では、愛媛で始まったシトラスリボン活動にちなんで愛川町の
「愛」と愛川町の伝統工芸である藍染めの「藍」をかけて「愛色リボンデー」とし、委
員会が中心となって藍色のリボンを製作した。そのリボンを全校生徒で身につけて、コ
ロナ差別をなくそうという意志を表す活動を行った。

学校全体



55 県央 小複合 特別活動
人権週間
いじめ撲滅

　中津第二小学校では、数年前から児童会活動を中心に「いじめゼロ運動　ピンクシャ
ツデー」に取り組んできている。毎年、児童会の児童が企画や活動計画を立て12月の人
権週間に合わせて活動をすすめてきた。
　本年度は、コロナ禍での活動という中で、各クラスがオリジナルのピンクシャツとピ
ンクシールを作成して身に付けることで、いじめは絶対にダメなもの、絶対に許される
ものではないことを全校児童で共有した。

学校全体

56 中 小２ 特別活動 防犯教室

　学年一斉（体育館）での講義及びロールプレイングという授業形態で実施した。
　講義はパワーポイントを使用し、視覚的に分かりやすくしながら講師の話を聞いた。
ロールプレイングは、代表児童複数人に、「実際にこのような場面に遭遇したら」とい
う複数のパターンで体験させた。
　上記のような内容により、「犯罪に巻き込まれないための注意点に気付かせる」
「『いかのおすし』を徹底し、自分の命を守るための適切な行動選択ができる力を育て
る」という２点をねらいとした。
　子どもたちは、エレベーターや、保護者不在の家に入る前など、意外と一人になるタ
イミングが多いことに気が付いた様子だった。また、一人になってしまったときの心構
えを真剣に聞いたり、対応を考えたりすることができていた。

講師は、本校の防災安
全担当職員。
教材は講師自作のスラ
イドを使用。

57 中 小２ 特別活動 赤ちゃんたん生
　おへその役割を知ることを通して，自分たちが母親の胎内で大切に育てられ生まれて
きたことを知り，喜びを感じることができる。自分のよさや他人のよさに気付き，他人
へのいたわりや思いやり，いのちを大切にする気持ちを育てる。

58 中 小複合 特別活動
「車椅子のＭ
ちゃんを知る」

　肢体不自由級にいるＭちゃん。650ｇで生まれ、脳室周囲白質軟化症のため車椅子を
使用しているが、彼女のがんばりにより今年度から完全交流になった。Ｍちゃんは日々
移動のため階段を横歩きで昇降中、いろいろな子に声をかけられ応援されていたが、返
事ができずにいた。そこでみんなに自分のことを伝えたいと、スライドを作った。それ
を各クラスの朝の時間などに流して、彼女のことを知ってもらうとともに、小さく生ま
れてもなんでもチャレンジできること、周りの友達に助けてもらったことで全交流がで
きた感謝の気持ちなどを全校児童へ伝えた。

Googleスライド
（Ｍちゃんのメッセー
ジ、体育の授業動画、
病気の話、これからの
こと）

59 中 小４ 特別活動 生き物係

　学級の係活動として取り組んでいる生き物（カナヘビ・ザリガニ・魚…）が原因で、
子供たち同士のトラブルが起こったので、『小さな生き物について考えよう』という
テーマを設定し学活の時間に話し合い活動を行った。
　人と小さな生き物たちの命を比べて、大きさや大切さに違いはあるのか、さらに自分
と友達の命を比べたら、果たして違いはあるのか…、いくつかの観点から自由に意見を
述べさせた。子供たちの話し合いから、命の大きさや大切さに違いはなく、どれもとて
も大切なものだということで意見がまとまった。

学級で飼っている生き
物



60 中 小３ 特別活動
命のつながりと
始まり

　男女それぞれの体に「命のもと」があり、その「命のもと」がくっつくことで生命が
始まる。また、たくさんのご先祖様が命をつなげてくれたから自分の命がある。絵本
「いのちのまつりヌチヌグスージ」を読んだ後、自分の命について考えたことや初めて
知ったことをワークシートでふりかえった。

講師：養護教諭

61 中 小複合 特別活動
いのちのおはな
し

　冬季休業前の全校集会（オンライン）にて、命について考える時間を設定した。児童
は心臓音を聞いたり、心臓の働きについて考えたり、絵本を通して医師の考えを聞くこ
とによって、命について自分なりの考えを深めていた。
　「いのち」は時間の中にあることや、誰かのために時間を使うことの意味について共
に考える時間となった。命を無駄にしないことは時間を無駄にしないこと、自分以外の
ことのために、自分の時間を使おうとすることなどの豊かさを知り、一人一人が、時間
や心をつかっていく楽しい学校について全校で考えるきっかけとなった。
　自分の持っている時間、それが自分のいのちであり、命を大事に生きていってほしい
と学校長からメッセージを送ったことで、各学級で命について考える時間となった。

絵本
「いのちのおはなし」
日野原重明　文
講談社

62 中 小２ 特別活動
「おへそのやく
わり」

　自分の体の各部の働きや意味について考えるとともに、へその緒の役割について学ん
だ。自分たちが胎内で大切に育てられ、生まれてきたことを知り、命について考える機
会となった。
　自分もみんなも大切な存在であることに気づき、自他への思いやりの心を育むことに
繋がった。学習後は、生まれてから今まで自分を育ててくれた家族など、多くの人々の
支えがあったことに気づき、感謝の気持ちを手紙に表す児童もいた。

絵本
「おへそのひみつ」
やぎゅうげんいちろう
作
福音館書店

63 中 小複合 特別活動

新型コロナ感染
対策
「みんなのいの
ちを守るため
に」

　新型コロナウィルスの感染が広がる中の学校再開。マスクや手洗い、黙食の徹底など
について、改めて全校で共通理解できるよう動画や画像を使いながらクイズ形式で大事
なことを確認した。画像や動画は、子どもたちにとってわかりやすく低学年の児童も
しっかりと理解していた。また、後半には身近な人がコロナにかかってしまった場合、
どんなことに配慮するべきかを考えた。こんな時だからこそ、互いに思いやりの気持ち
をもつことの大切さを共有し、人権についても考えるきっかけとなった。

本校職員が作成したスラ
イドをクロームブックで
共有し、各クラスがモニ
ターに映して見れるよう
にした。

64 中 小２ 特別活動
防災教育
「地震が発生し
たら」

　地震避難訓練の事前指導として行った。基本的な「お・か・し・も」の確認に加え、
場所別の避難の仕方を考えた。東日本大震災の時の写真を示したり、「津波てんでん
こ」の意味などを伝えた。最終的には「自分の命は自分で守る」ということを意識さ
せ、「命を守る行動」をどのように取っていくのか考えた。

東日本大震災の時の写
真



65 中 小１ 特別活動

性教育
「プライベート
ゾーンをたいせ
つにしよう」

　児童の性被害を防ぐ目的で、児童自身がどうしたら自分の身を守れるかを教材本を活
用して指導した。「プライベートゾーン」（水着で隠れるところ）＝「いのちに関係が
あるところ」という話から、いのちのもとが作られるところ、いのちが生まれるところ
だから、人に見せたり触られたり、人のプライベートゾーンを見ようとしたりしてはい
けないことを学習した。教材本には児童にも理解しやすい例が示してあり、プライベー
トゾーンを守ることへの理解が深まったようだった。授業後には、学習したことを覚え
ている児童が多く、「プライベートゾーンは大きな声で言ったらだめだよ。」と友達に
声をかけているところも見られた。

授業は担任、教頭でT.T
の形式で行った。
参考資料（本）
「おしえて！くもくん」

66 中 小１ 特別活動
「支え合って生
活しよう」

　コロナ禍で学校生活を送る中、気をつけたいことや誰もがコロナにかかる可能性はあ
ることなどを動画を見ながら学習した。自分の命、そしてみんなの命を大切にするため
に、一人一人が感染予防を意識して生活することが重要であること、また、コロナにか
かってしまった人を差別しないといった人権についても考えることができた。

67 中 小３ 特別活動
学活「命のつな
がり」

　受精卵の大きさに穴をあけた紙を児童に渡し、最初はこんなに小さかった命が徐々に
大きく育っていくことを写真で提示していった。次に、命はどこからつながっているの
かグループで話し合い、発表した。それから、「いのちのまつり」の掛図を提示し、命
のつながりの大きさと広がりを感じられるようにした。振り返りには「お母さんが生ん
でくれて、育ててくれた命を大切にしよう。」などの言葉が書かれており、自分の命の
大切さを改めて感じられた児童も見られた。

68 中 小３ 特別活動
いのちのつなが
り

　「自分の命は、今までの繋がりがあるからこそ、成り立っているのだ」ということを
題材に学習を進めた。学習の最初は、お母さんのお腹の中にいるときの成長過程を提示
した。今の自分は、お腹の中から急にでてきたのではなく、時間をかけて成長したこと
を写真を見せながら説明をし、児童は初めて知る胎児の姿にとても驚いていた。命は受
け継がれていること、胎内にいるときから、大事に育てられているのだと、児童は実感
した。学習の最後には自分のことを大事にしようとする発言が見られた。

69 中 特別活動 性教育

　1年「たいせつなからだ」、2年「おへそのひみつ」、3年「大切な命～いのちのつな
がり～」、4年「思春期の体と心の変化」、5年「生命誕生」と、それぞれ段階を経た
テーマで授業を行った。前学年で学習したことを振り返ったあと、それぞれの学年の
テーマについて理解を深めた。紙芝居を見たり、赤ちゃんの心音を聞いたり、出産の映
像を見たりすることで、命の誕生の神秘や「命」の尊さを感じることができた。

養護教諭による指導。
1年生～5年生の全クラ
スで実施している。



70 中 小５ 特別活動 いじめを考える

　いじめの事例を取り上げながら、いじめをされた人の気持ちを考えること、法律上い
じめとはどういう扱いなのかを伝えながら、人としてどのようにして人とつきあってい
けば良いのかを考えさせる。
　そして、一人ひとりが大切にされる、いじめのない社会を目指すことの大切さを伝え
る。

弁護士

71 中 小６ 特別活動
あなたにとって一
番大切なものは？
いのちのルーツ

　自分自身のいのちのはじまりから誕生までを知ることで、自分のいのちが、かけがえ
のない大切なものであることを実感する。
（子宮の中での成長の様子、胎内の様子）

助産師サポート

72 中 小２ 特別活動 おへそのふしぎ

　「おへそ」が「お母さんと赤ちゃん（胎児）をつなぐ命のパイプのあと」ということ
にを紹介し、命が母・父、祖母・祖父、と限りなく命のバトンがつながれていることを
児童に気づかせていく。その中で、児童が命の大切さを考えることができるようにし
た。

73 県西 小複合 特別活動
防犯教育
「いかのおす
し」

　１月に富水小学区で強盗事件があった。身近な場所で事件が起き、決して他人事では
ないことを児童は実感していた。自分の大切な命を守るにはどうすればよいかを児童同
士で考え、意見を伝え合った。「自分は大丈夫」という考えに対して「危ないよ」「何
かあったら逃げるんだよ」「命が一番大事だから」という言葉が他の児童から出てき
た。「いかない」「乗らない」「大声をだす」「すぐ逃げる」「知らせる」ことについ
て確認し「いかのおすし」を合言葉に自分の命を守るための行動について学ぶことがで
きた。

支援級
（知的級）

74 県西 小２ 特別活動

アサーティブな
表現
「どのようにつ
たえたらいいの
かな」

　人との関わりで問題が生じたときに、攻撃的になったり、我慢したりするのではな
く、相手の気持ちを思いやった上で、自分の意見や気持ちが伝わるように誠実に話すこ
との大切さに気付くのがこの学習のねらいである。ワーク１では、うさぎの反応を手が
かりにアサーティブな表現について理解した。ロールプレイを行うことでより実感を伴
う理解へと結びついた。ワーク２では、自他を大切にしたコミュニケーションのとり方
を考えた。互いが言葉をかけ合ったあり、励まし合ったりすることができた。最後に本
時の感想をハート型の紙に書いて、クラスに掲示し、お互いに見合った。

人権学習ワークシート集
～人権教育実践のために
第15集（小・中学校編）
～
「つながりをひろげてみ
んな幸せ」
平成29年２月


